
十
七
世
紀
初
頭
、
ピ
エ
ト
ロ
・
ベ
レ
ッ
テ
ィ
ー
ニ
（
国
の
耳
○
ｍ
閏
‐

『
の
目
二
五
九
六
’
一
六
六
九
）
は
お
そ
ら
く
二
七
枚
の
解
剖
図
譜

を
、
プ
レ
ー
ト
ー
と
Ⅳ
に
モ
ノ
グ
ラ
ム
を
判
読
で
き
る
ル
カ
・
チ

ャ
ン
ベ
ル
ラ
ー
モ
（
旨
８
。
ｍ
白
馬
局
面
ご
○
）
に
彫
版
さ
せ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
プ
レ
ー
ト
は
、
十
八
世
紀
半
ば
ま
で
出
版
さ
れ
る
こ

と
な
く
眠
っ
て
い
た
が
、
カ
エ
タ
ー
ノ
・
ペ
ト
リ
オ
リ
（
⑦
里
①
国
目

府
菖
○
邑
に
よ
っ
て
一
七
四
一
年
に
出
版
さ
れ
、
一
七
八
八
年
に

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ペ
ト
ラ
ー
グ
リ
ャ
（
即
自
ｇ
の
、
吊
府
可
凋
冒
）
が

最
終
版
と
な
っ
た
第
二
版
を
出
版
し
た
。

も
と
も
と
ベ
レ
ッ
テ
ィ
ー
ニ
の
解
剖
図
譜
を
挿
し
絵
と
す
る
は

ず
で
あ
っ
た
文
章
は
、
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
著

者
の
解
剖
学
的
知
見
の
状
況
は
、
図
譜
の
詳
細
な
分
析
に
よ
っ
て

示
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
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自
律
神
経
系

Ｊ１

レ
ジ
ス

１２

オ
ル
リ
ー
‐
・
○
本
宮
か
を
る

こ
の
研
究
の
目
的
は
、
ベ
レ
ッ
テ
ィ
ー
ニ
の
解
剖
図
譜
に
お
け

る
自
律
神
経
系
の
知
識
に
つ
い
て
詳
説
し
、
当
時
の
他
の
解
剖
学

者
の
解
説
と
比
較
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

十
七
世
紀
初
頭
、
自
律
神
経
系
に
関
す
る
知
識
は
充
分
で
は
な

か
っ
た
。
交
感
神
経
幹
は
誤
っ
て
肋
間
神
経
と
呼
ば
れ
て
お
り
、

ほ
と
ん
ど
の
神
経
節
の
結
合
部
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
実
際

の
と
こ
ろ
自
律
神
経
系
の
発
見
は
、
数
十
年
後
の
一
六
八
五
年
の

レ
イ
モ
ン
ド
・
ピ
ユ
ソ
ン
角
昌
日
○
且
司
①
ロ
の
の
ｇ
）
と
一
七
三
二

年
の
ヤ
コ
ブ
。
Ｂ
・
ウ
ィ
ン
ス
ロ
ウ
言
８
口
の
の
思
侭
己
の
弓
旨
の
一
○
亀
）

の
お
の
お
の
著
名
な
業
績
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
。

概
括
し
て
自
律
神
経
の
構
造
は
ベ
レ
ッ
テ
ィ
ー
ニ
の
解
剖
図
譜

の
中
の
Ｖ
か
ら
皿
ま
で
の
プ
レ
ー
ト
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。

「
肋
間
神
経
」
と
呼
ば
れ
た
も
の
（
現
・
交
感
神
経
幹
）
が
胸
部
に

明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
胸
部
神
経
節
は
見
逃
さ
れ
て
お
り
、

何
ら
記
載
が
な
い
。
他
方
で
、
腰
仙
骨
神
経
幹
に
は
、
神
経
節
組

織
を
構
成
す
る
と
思
わ
れ
る
多
数
の
突
起
部
が
示
さ
れ
て
い
る
。

左
右
の
仙
骨
神
経
幹
は
、
矢
状
断
面
で
接
合
し
て
お
り
、
尾
て
い

骨
交
感
神
経
節
が
明
ら
か
に
こ
の
接
合
点
に
見
て
取
れ
る
。

Ｉ

プ
レ
ー
ト
皿
に
は
交
感
神
経
幹
の
頚
部
の
一
部
分
が
示
さ
れ
て
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最
後
に
、
こ
の
時
代
に
は
普
通
、
描
か
れ
た
で
あ
ろ
う
は
ず
の

頭
蓋
副
交
感
神
経
系
の
構
成
要
素
が
ど
の
プ
レ
ー
ト
に
も
見
あ
た

お
り
、
お
そ
ら
く
上
位
と
中
央
の
頚
部
交
感
神
経
節
の
両
者
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
ふ
た
つ
の
頚
部
神
経
節
が
み
ら
れ
る
。

プ
レ
ー
ト
Ⅷ
ｌ
Ⅲ
で
は
、
い
く
つ
か
の
内
臓
神
経
の
出
ど
こ
ろ

は
胃
、
腎
臓
、
副
腎
、
肝
臓
、
胆
嚢
に
辿
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

そ
れ
ら
は
し
ば
し
ば
迷
走
神
経
か
ら
起
っ
て
い
る
神
経
枝
と
混
合

し
て
い
る
。

両
迷
走
神
経
の
副
交
感
神
経
繊
維
は
多
く
の
プ
レ
ー
ト
に
描
か

れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
胸
部
分
布
は
気
管
支
枝
に
限
ら
れ
る
が
、

左
と
右
の
再
分
岐
と
も
、
お
そ
ら
く
プ
レ
ー
ト
Ｖ
と
Ⅵ
で
そ
れ
ぞ

れ
認
識
さ
れ
る
。
驚
い
た
こ
と
に
左
右
の
迷
走
神
経
は
、
食
道
の

胸
部
の
前
で
互
い
に
何
度
も
吻
合
し
て
い
る
。
腹
腔
内
で
は
、
右

迷
走
神
経
が
消
化
管
の
後
ろ
を
通
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

左
迷
走
神
経
は
そ
の
前
面
に
位
置
し
て
お
り
、
後
者
は
上
部
結
腸

間
膜
領
域
の
総
て
の
主
な
臓
器
へ
い
た
る
神
経
枝
総
て
の
源
と
な

ら
な
い
。

っ
て
い
る
。

結
論
と
し
て
、
ベ
レ
ッ
テ
ィ
ー
’
一
の
解
剖
図
譜
に
お
け
る
自
律

神
経
系
は
、
ヒ
ト
の
解
剖
体
か
ら
描
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
と
見
え

る
が
、
同
時
に
こ
の
時
代
の
解
剖
学
的
知
識
に
示
唆
さ
れ
た
よ
う

で
も
あ
る
。
多
く
の
交
感
神
経
・
副
交
感
神
経
が
繊
密
に
描
か
れ

て
い
る
が
、
い
く
つ
か
の
細
部
は
、
解
剖
学
的
所
見
に
も
当
時
の

解
剖
学
的
知
識
に
も
適
合
し
な
い
た
め
、
不
可
解
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
多
く
の
研
究
に
お
い
て
、
ベ
レ
ッ
テ
ィ
ー
ニ
の
優
れ
た
解

剖
図
譜
を
挿
画
と
し
て
解
説
し
た
、
神
経
学
な
い
し
は
神
経
解
剖

学
の
教
本
の
、
著
者
の
鑑
定
を
困
難
に
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ

差
っ
。
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リ
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大
学
ト
ロ
ワ
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エ
ー
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東
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大
学
教
養
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部
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合
文
化
研
究
所
）
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